
船穂中学校区学校運営協議会拡大会議 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓 「自主 自律 実践」 

 第１６号 
令和５年７月６日 船 穂 中 だ よ り  

６月２9日（木）午後から行った船穂中学校区学校運営協議会拡大会議は、倉敷市教育委員会

からは指導課 指導主任    先生、生涯学習課 主幹    先生、船穂中学校学校運営

協議会委員の方々と船穂幼稚園長先生、船穂小学校長先生・教頭先生、柳井原小学校長先生・教

頭先生、計１6名の参加がありました。今回の目的は、各校園の地域連携の取組を互いに発表し

合うことにより、他校園の取組を今後の活動の参考とすることや自校園の取組を振り返ること

に焦点をあてました。活動の概要は、一目で分かりやすく示すため、シンキングツールとしてク

ラゲチャートを用いました。 

 

地域との連携（発表会の様子） 

（委員等から会議を終えての気づきや感想） 

〇倉敷市教育委員会 指導課 指導主任      先生、生涯学習課 主幹     先生 

からの指導助言 

・中学校区でやっている地域は少ないので、よい情報共有の場になっています。このような会を 

もつことが大切です。それぞれの学校園の取組が分かるプレゼンでした。地域との連携ができ 

ていて素晴らしいと思いました。幼小中の連携がよくできています。「何のためにするのか？」 

が大切であり、「船穂大好き 人大好き」につなげるようにすることが大切です。 

 

〇委員の方々から 

・各学校の先生同士が和気あいあいとしていてとても和やかな会でした。取組を見て、地域のパ 

ワーが改めて大事なことだと思いました。学区に足を運ぶことで愛校心が芽生え、さらに協力 

的になると思います。 

・船穂中学校区全体の様子が理解できました。学校の横のつながりが強まっていて、将来の船穂 

っ子が楽しみです。 

・将来を見通して活動をされています。そして地域との連携がすごくできています。幼小中との 

関りの大切さが分かりました。社会に出て大きなコミュニケーション能力を培う行事が多いイ 

メージですごくいいと思います。 

・幼稚園から中学校まで一貫した社会のルール、教育等、人間形成ができるのでよいと思います。

15歳までゆるやかでも統一された目標ができれば今後が楽しみです。 

・地域の皆さんができることをできる人で、無理なくしていけたらすばらしいと思います。 


